第３７回  商工まつり物産展示即売会開催要領


　奈良県商工まつり・奈良技能フェスティバル及びなら食と農のフェスティバルを平成２０年度から同日、同会場で開催することとなったことから、その統一名称も作年度から「奈良まほろば市」となった。
　開催内容は４エリアに分けて行う。物産エリアは商工まつりが担当する。

１．目  的        

県内中小企業者の相互交流を図り、また県内産業に対する県民の理解と認識を深め、需要の
　促進と県内産業の振興発展に資するものとする。

２．主　催    　奈良県商工まつり実行委員会　
３．会　場　　  第一体育館（間口２．４ｍ、販売台１．８ｍ）
但し、下記 ①、②の出展業者については、記載の通り第一体育館前の広場で展示・即売を行

　う。
　　外のテントの間口については、７．２ｍ（奥行５．４ｍ）幅で予定しているが、出展申出状
況により７．２ｍ幅か９ｍ幅の選択は、ご一任お願いします。

①  電熱器具・火気器具を持込込む出展業者  ② 試飲（酒、茶等）を行う出展業者について

  は、第一体育館内での展示・即売は禁止されています。第一体育館前の広場で展示・即売
　　会を行う。
４．開催日時    
平成２２年１０月３０日（土）～１０月３１日（日）の２日間

　　   （土曜日）  午前９時３０分～午後４時３０分

（日曜日）  午前９時３０分～午後４時

５． eq \o\ad(出展物,　　　　)     奈良県内で生産・加工された物産品。

６．小間数　　 第一体育館　７８小間（上限）   第一体育館前の広場  ２１小間（上限）
７．間口の幅　 　１小間１．８ｍから２．４ｍに拡大。（屋内・屋外とも。）

　             　但し、奥行き（屋内3.6ｍ・屋外5.4ｍ）及び販売台の幅（1.8ｍ）は従来通り。
８．小間の内容    (1) 基本小間の設置に要する経費は、主催者が負担する。

    及び装飾    (2) 特別装飾は、主催者の許可を得て各出展者の負担において行う。

　                (3) 小間の表示は、所属団体名とする。

９．小間料及び    １小間 ２５，０００円（第一体育館前の広場も同一金額）
    払込期日    出展者説明会終了後１週間以内。

　　           　 なお、上記までに振り込みがない場合は、取消しと見なします｡

10．振 込 先    【 店    名 】  南都銀行本店  【口座番号】  普通預金　No２００５９５

             　 【 口座名義 】  商工まつり実行委員会    会 長   出 口 武 男

11．出展申込について  

(1) 出展小間数　　　
１小間単位とし、１出展団体４小間以内で申し込むこと。
その中で第一体育館前の広場での出展小間数は、１小間とします。
但し、商工会同士が合併した新商工会については、旧商工会において毎回出展していた

　　小間数分（実績分）が合計して上限４小間を超えた場合、その小間数分（実績分）とします。
又、屋外の１小間の制限についても、小間数分（実績分）とします。
  (2) 申込期限    平成２２年９月１７日（金）

 ※  締切り後の申込みは、原則として受付致しません。

  (3) 申込先は、上部所属団体（県連・中央会・会議所連合会）へ申込むものとする。
(4) 出展申込書    別紙のとおり。

12．出展物の取扱　
(1) 出展物の搬入及び飾り付けは、１０月２９日（金）午後１時から午後５時までの間に出
  展業者において行う。
但し、１０月２９日（金）だけで搬入出来ない大量の商品を持込む出展業者は, それ以外
の方法として開催当日の午前９時まで数回に分けて搬入・完了すること。
(2) 出展物の展示即売は、出展者が自己の責任において行う。

   (3) 搬入搬出に要する経費は、出展者の負担とする。

13．出展物の保管  

    出展物は、会期中、主催者において善良な管理を行うが、天災・盗難その他不可抗力による
損害については、その責を負わない。高額の商品を持ち込まれる場合は､各自において損害保
険をかけること。

14．電気及び火気の使用について　

　　電気器具及び火気器具の使用については、出展申込書に記入の上、申し込むこととする。

　なお第一体育館内においては、電熱器具及び火気器具の使用は、一切禁止となっております。
15．食品の販売について

　  食品の販売について、奈良県商工まつり実行委員会では桜井保健所に催物等実施報告書を提
　出しています。それに伴って衛生上の観点から下記の方法で販売すること。

　  ア．食品は必ず事業所で袋詰（パック入り）にしてから販売すること。

　　イ．開催当日に熱調理して食品を販売する場合は、開催の前日に材料を仕入れるなど、品質
　　 管理に万全を期すること。

ゥ．生食品を販売する場合は、事業所で開催の前日に材料を仕入れるなど、品質管理に万全
  を期すると共に、加工した生食品は冷たい所で保管し、詰（パック入り）にしてから販売
  すること。

    　　又、上記ウで特に熱に弱い生食品（牛乳等）を販売する場合は、開催当日に冷蔵庫等を
持ち込んで、生食品を冷蔵庫等で冷やしながら販売すること。

16. その他

(１)今年度から来場者に渡していた、「買い物袋」はエコの観点から作成しない事となりましたので、出展業者自身で買い物袋の用意をお願いします。

(２)２小間以上の出展団体（業者）は、販売ブースが２つ分かれる場合があります。

（１小間の間口の幅が一昨年度より６０ｃｍ大きくなり、それに伴う配置・配列の関係。）

　(３) 販売台は、屋内・屋外とも６０ｃｍ間隔で配列しますが、販売台を動かしても構わない。
（展示・販売しやすいように。）

　 (４)「なら食と農の出展業者」から出展希望があった場合、出展枠が残っておれば、要領を基
　　　づいて受理するものとする。（同様に「なら食と農のフェスティバル会場」への出展希望に
　　　ついても、同じ取扱い。１小間１０，０００円（昨年から５，０００円アップ）。締切日は、８月３１日（火）です。）
17． eq \o\ad(連絡先,　　　　) 　

   展示即売委員会事務局
     奈良市登大路町３８－１   奈良県商工会連合会 　 

 eq \o\ad(ＴＥＬ,　　　　)（０７４２）２２－ ４４１２
